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未来ビークルシティ 
リサーチセンター 

アウトリーチ活動 

センターへの ACCESS＆CONTACT 

◆展示会 

本センターの研究成果やそれに関連する最新の研究について、

シンポジウムや講演会、展示会などを通じて、日本にとどまらず

世界に向け幅広く発信しています。また、未来を担う子どもたちに

向け、オープンキャンパスのイベントや公共施設の展示などを通

じて、最新の研究に触れる機会を設けています。 

2021 年度に山梨県・富士ウェーブ・本学の三者で連携協定を締

結し、電気自動車（EV）への走行中給電システムの社会実装を

目指した共同研究を実施しています。本研究では、当センターで

蓄積した研究成果・知見を活用して、実際の車両に搭載可能な

受電システムを研究・開発しています。山梨県富士吉田市に敷

設される周回走行試験道路を用いて、天候や温度などの影響の

検証や多様な車種へ適用可能な道路の研究など、走行中給電

の実用化のための研究を推進していきます。 

 

(2023.6.22 更新) 



 

 

 

電気自動車が移動手段の主流となる低炭素なビークルシティ 

◆第４世代ビークルの研究 

低炭素社会と産業育成コア 

現在我が国の石油輸入量の約３割が自動車などビークルで消費され、

CO2 として排出されていることから、これまでの燃料を持ち運ぶ乗り物とい

う概念からパラダイムをシフトし、電気自動車が移動手段の主流となる社

会を目指して、走行中給電ならびに高性能電池の研究を行っています。 

◆新しい電池技術の研究開発 

交通インフラ 

車載・蓄電用 
電源 

センターは、「低炭素社会と産業育成コア」、「低炭素社会

と安全・安心コア」と「低炭素社会と先端省エネルギーコア」

から構成されています。 

■未来のビークルシティイメージ図 

 

  

低炭素で持続可能な未来を構築するにはビークルシス

テムの進化が必須です。私たちは化石燃料依存から脱

却できる産業の育成と省エネルギー技術の革新的研究

を進めています。さらに情報通信技術を活用して、少子

高齢化を視野に入れた安全安心な交通環境の実現を

目指しています。 

◆次世代ビークルと港湾都市の

経済効果に関する研究 

◆安全運転支援のためのドライ
バ行動の計測・認識に関する
研究 

未来ビークルシティ事業 

低炭素化社会を支える省エネルギー技術と新たな社会システム 

低炭素社会を支える省エネルギー技術と新たな社会システムの研究

として，国や都市・地域における電気自動車導入の経済効果や，未来

ビークルライフを支える再生可能エネルギーに関する研究を行ってい

ます。 

低炭素 

社会 

交通弱者に配慮した安全・安心なビークルシティ 

低炭素社会と安全・安心コア 

安全運転支援 

車の知能化 

さまざまな世代の交通弱者に配慮した安全・安心な交通環境の実

現を目指し、ICT 技術による車の高機能化、歩行者やドライバの行動

認識、交通環境の認識と情報提示、交通システムの解析・管理などの

研究を行っています。 
 

◆予防安全・自動運転のための環境認識 

◆交通弱者の安全・安心のため
のシステムや装置に関する研究 

交通マネジメント 

交通弱者の安全・安心 

港湾システム 

◎低炭素社会 

◎安全・安心社会 

先端省 
エネルギー

コア 

低炭素社会と先端省エネルギーコア 

産業育成 
コア 

電化道路電気自動車と次世代二次電池

交通弱者のための
安全・安心システム

自然エネルギーや
回生エネルギーの利用

市役所

病院

大学

安全・安
心コア 
コア 

◆目指すビッグデータ活用型交通
安全マネジメントシステム 

静岡県湖西市における MaaS 実証 

◆MaaS 等の「新たなモビリティ
サービス」の公共交通システ
ムへの活用可能性に関する
研究 


